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Abstract 
Continuing the theme of several previous r巴ports，We have studied the e任ectsof the addition 
of lime on the qualities of reduced briquettes from iron sand. 
The results are as follows: 
1) Lime addition to briquette-material lowers compressive strength of green briquett巴s.
2) Firing conditions required are over 1，2∞。Cfor 30 to 40 minutes in order to obtain strong 
reduced briqu巴tes.
3) The addition of lime results in lowering the strength of briquettes in the early period of 
五ring
4) The degree of reduction of briquettes incre節目 withan addition of lime up to 5%， but 
decreases a litle over that percentage 

















ルピッチを使用した。 ともに従来の研究結果を基礎として 100~150 メッシュに整粒 Ltc. o そ
れぞれの工業分析値を表 3に示す。
表 1 原料砂鉄の化学組成 (%) 
成 分 I T. Fe FeO Si02 I Alz03 I CaO MgO Ti02 
試料砂鉄 58.32 3.87 2.80 0.61 3.39 9.68 
表 2 原料砂鉄の粒度分布 (%) 
粒度(メツ、ンユ)I か 100 100-150 I 150-200 I 200-250 I 250-325 <325 




夕張産石炭 50.56 40.04 8.11 1.29 7745 





とし，これに炭酸カルシウムを 0，2， 5， 10， 15%加え比較検討することとした。
製団法は前報1)とまったく同じで， 17x17.4mmOの円筒状ブリケットに圧縮成形した。
製団圧はこの寸法のブリケット 1個に対して 5000kgであり，これは 2100kgJcm2に相当する。
焼成法も前報同様であり，焼成温度は 1100，1150， 1200oC，焼成時聞は 5，10， 15， 30， 60 min 
とし，この聞の変化を調べた。
(240) 


































果がピッ チの粘結作用の低下をおぎない， 目立つ程の低下を示さない。 しかし3%以上 10%
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高圧製団， 高温還元焼成併用による粉鉄鉱より高還元度プリケットの製造に関する研究 243 
変化による差が甚だしい。すなわち，石灰添加量が 0，2，5，10% と噌加するにしたがし、容積収
縮は次第にはげしくなる。 しかし 15% の添加量になる と逆にいくらか収縮を減ずるこ とは興
味がある。 これは石灰量の増加が 10%以下ではその分解による空隙生成量をまし還元鉄粒子
















剤も消費しつくされたとすると 0-15% の石灰配合のブリケットはその焼成減量が 36.44%か
ら37.39%にわたることになり，石灰添加量の影響はきわめて少ない。図 3は各ブリケットの





石 灰 添 力日 量 (%) 
素 因 。 2 5 10 15 
還元による酸素の減少 15.69 15.40 14.97 14.30 13.70 
配合炭剤の消耗 17.84 17.49 17.00 16.25 15.56 
配合粘結剤の消耗 2.91 2.85 2.77 2.65 2.54 
炭酸石灰の CO2放出 0.84 2.03 3.89 5.59 
計 36.44 36.58 36.77 37.09 37.39 
(243) 
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図 3 石灰添加ブリケットの
重量減少の変化








(1) 炭酸石灰の分解によ って生成した CO2が過剰配合の炭素により分解して COを生成
し雰囲気がより還元性となる。




(2) 分解生成した CaOが鉱石中の Si02，FeO等と低融の鉱津を形成し，焼成温度で半溶
融し酸化鉄粒子の表面を覆い還元剤との接触をさまたげる。



















246 田中章彦 ・片山 博
/00 /00 
建80 建80








60 20 40 60 
虫食z在自宅向 (min.l 焼 成、持 /有 (min.)
/00 /00 
基、 80 iA空 80 





c) Ca COラ5%X{i!JO 
。




































Ca CO，添加量 (%) 15 
図-6 石灰添加ブリケッ トの石灰添加量
による残留炭素量の変化
図-5は炭酸石灰 5%添加のブリケッ トの焼成時間の経過にともな う残留炭素量の変化を
示すものである。 これによると 12000Cでは 15min， 11500Cでは 30minにしてほと んどの炭
素を消費しつくし，これを図-5の還元度の曲線と対比するとき，この時間経過後もブ リケット
内部に残る COガスによ って，いちじる しく還元が進行することが考えられる。 11000Cでは
60min経過後も多少の炭素を残留し雰囲気の COと合わせて，その後の還元の進行が考え
られる。
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疎になり ，中心に近づくと フェライト量を減じウスタイ トを次第に多く残すような層状の組織
を示す。この表層部が徽密でありかつ空隙が低融の鉱浮で、密に充填されると， 内部の還元生成
ガス CO2は逸出せず，次第にその圧が高ま り，還元を停滞せしむると ともに内部に空孔を生成
する。こ のような場合にはしばしばブリケット内外の組織に大きな差を示す。
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表層部 中層 部 内 tむ 昔日
(a) 石灰5%添加ブリケット， 1l00oC 30 min焼成
表層部 中層部 内心部
(b) 石灰5%添加ブリ ケット， 12000C 30 min焼成
表層部 中層部 内心部
(c) 石灰 15%添加プリ ケット， 12000C 30 min焼成
図 8 石灰添加プ リケット の顕微鏡組織 (x100) 
は写真 (b)に示すように表層部のフェライトがきわめて密であり， かつ相互に連結し，鉱j宰も
なかば溶融しフェライト聞のわずかな空隙をうずめ， CO2の通過を困難にしている。この結

















1. 2，100 kgJcm2の製団圧では炭酸石灰の添加量を増すにしたがい，生ブ リケットは幾分
弱 くな り， 工業的生産にあたってはその取扱いに配慮を要する ものと思われる。
2. 焼成条件は 12000C，30 -40 minを要し これより低温，短時間の焼成では強固なブ
リケットが得られない。
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